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ID: 274
担当部署: 農業委員会事務局

処分の概要 特定農地貸付けの変更の承認(第3条第3項の準用)

法 令 名

根 拠 条 項
特定農地貸付けに関する農地法等の特例に関する法律施行令 第4条第1項

法 令 番 号 平成元年政令第258号

【基準】

準用する法第3条第3項と同様に法第3条の規定による。

(特定農地貸付けの承認)

第3条 特定農地貸付けを行おうとする者は、その特定農地貸付けについて、申請書に貸付規程

(地方公共団体及び農業協同組合以外の者にあっては、貸付規程及び貸付協定)を添えてその

特定農地貸付けに係る農地の所在地を管轄する農業委員会(農業委員会等に関する法律(昭和

26年法律第88号)第3条第1項ただし書又は第5項の規定により農業委員会を置かない市町村に

あっては、市町村長。以下同じ。)に提出して、第3項の規定による承認を求めることができ

る。

2 前項の貸付規程には、次に掲げる事項を記載しなければならない。

(1) 特定農地貸付けの用に供する農地の所在、地番及び面積

(2) 特定農地貸付けを受ける者の募集及び選考の方法

(3) 特定農地貸付けに係る農地の貸付けの期間その他の条件

(4) 特定農地貸付けに係る農地の適切な利用を確保するための方法

(5) その他農林水産省令で定める事項

3 農業委員会は、第1項の承認の申請があった場合において、その申請が次に掲げる要件に該

当すると認めるときは、その旨の承認をするものとする。

(1) 前項第1号に規定する農地の周辺の地域における農用地(耕作の目的又は主として耕作若

しくは養畜の事業のための採草若しくは家畜の放牧の目的に供される土地をいう。)の農業上

の効率的かつ総合的な利用を確保する見地からみて、当該農地が適切な位置にあり、かつ、

妥当な規模を超えないものであること。

(2) 特定農地貸付けを受ける者の募集及び選考の方法が公平かつ適正なものであること。

(3) 前項第3号から第5号までに掲げる事項が特定農地貸付けの適正かつ円滑な実施を確保す

るために有効かつ適切なものであること。

(4) その他政令で定める基準に適合するものであること。

4 前3項に規定するもののほか、前項の承認及びその取消しに関し必要な事項は、政令で定め

る。

標準処理期間 30日

備考

実事務処理日数7日。事務処理を行わない期間、申請を補正する期間、現地確認及び審査期間等

を含んだ標準処理期間60日

設 定 年 月 日 平成 28 年 7 月 1 日 最終変更年月日 令和 2 年 7 月 1 日


